
２章 データの整理 

１節 1 次元のデータ⑴ 

 

A 
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 ⑴  ⑵  
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 ⑴  ⑵  

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 30 点未満の累積相対度数が 0.20 だから，全体の 20% 

 ⑷ 30 点未満，45 点未満の累積相対度数がそれぞれ 0.20，0.92 だから，30 点以上 45 点未満の相対度数は 

72.020.092.0  である。 

よって，全体の 72% 
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1 103 95 91 108 96 119 87 81
8
780 97.5 kg

8

      
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( )

 



46 

 

国語の平均値は 

)点(

)(

2.30
5

151
25

755

54593562541515
25
1




 

数学の平均値は 

)点(

)(

2.28
5

141
25

705

44573592531525
25
1




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 ⑴ 6 番目と 7 番目のデータの平均値だから 

   中央値は 32 36 68 34
2 2
    

   最頻値は 21，43 

 

 ⑵ 中央値は 7 番目のデータだから 30 

   最頻値は 35 
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 右の累積度数分布票から平均値は 

   89.42 7.451 7.45 g
12

 ≒ ( )  

 メジアンは 6 番目と 7 番目の重さの平均で 

   7.45 7.46 7.455 7.46 g
2
  ≒ ( ) 

 モードは 7.46 g 

 

  



B 
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 ⑴  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵  
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 平均値 x  は 

)点(

)(

64.4
25

116

4886744220
25
1



x
 

 人数が 25 人だから，得点を大きさの順に並べたときの 

 13 番目の得点が中央値である。 

 N 個の変量の中央の位置は，N が奇数のとき
2

1N
番目 

 4 点以下の人数は 13742  （人）である。 

 よって，中央値は 4（点） 

 6 点の人数が最大だから，最頻値は 6（点） 
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 度数分布表にまとめると，下のようになる。 

    
 ⑴ 平均値 x  は 

)点(

)(

5.58
40

2340

79014701150530310
40
1



x
 

 ⑵ 60 点未満が 19 人で，80 点未満が 33 人だから，得点を大きさの順に並べたときの 20 番目と 21 番目の

得点は 60～80 未満の階級にある。よって，中央値は 70 点 

 ⑶ 階級値 70 点の人数が最大だから，最頻値は 70 点 
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 株の数が 21 株だから 

212621  yx  より 10 yx   …① 

 平均値は 

)個(

)(

21
5854

2766542312
21
1






yx

yx
 

(ⅰ) 中央値が 4 個のとき 

4
21

5854  yx
 より 2654  yx   …② 

①，②を解いて 1424  yx ， （不適） 

(ⅱ) 中央値が 5 個のとき 

5
21

5854


 yx
 より 4754  yx   …③ 

①，③を解いて 73  yx ，  

このとき，花の数が 4 以下は 621  x （個） 

5 以下は 1321  yx （個） 

となり，中央値が 5 である（適する）。 

(ⅰ)，(ⅱ) より 73  yx ，  
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 ⑴ 人数が 40 人だから 
404108  yx  

よって， 18 yx  …① 

平均値が 38 点だから 

3890470105030810
40
1  )( yx  

よって， 223  yx  …② 

①，②を解いて 216  yx ，  

 ⑵ 中央値が 50 点だから，得点を低い順に並べたときの 20 番目と 21 番目の得点が階級 40～60 に含まれ

るので 

 21108 ≧ x  より 3≧x  …③ 

 21410 ≧y  より 7≧y  

①から 718 ≧xy   より 11≦x  …④ 

③，④より 113 ≦≦ x  

よって，x のとりうる値は  3，4，5，…，11 の 9 個 

 ⑶ 中央値が 40 点であるから，得点を低い順に並べたときの 20 番目が階級 20～40 に，21 番目が階級 40

～60 に含まれるので 

 208  x  

よって， 12x  

 ⑷ 最頻値が 30 点だから 

 11≧x  …⑤ 

①より xy  18  だから，平均値は 

xxx
2
3621890470105030810

40
1  )}({  

(ⅰ) 中央値が 30 点のとき 

41
2
362  x  より 14x （⑤に適する） 

このとき， 228  x  

だから，中央値は 30 点となる（適する）。 

(ⅱ) 中央値が 40 点のとき 

51
2
362  x  より 

3
22x （不適） 

(ⅲ) 中央値が 50 点のとき 

61
2
362  x  より 

3
2x （不適） 

(ⅰ)，(ⅱ)，(ⅲ) から 14x  
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  a 以外のデータを小さい順に並べると 

   6，7，8，10，11，13，16 

  a を加えたデータの個数は 8 個だから 

  8a ≦ のとき中央値は 8 10 9
2
   

  9a  のとき中央値は 9 10 9.5
2
   

  10a  のとき中央値は 10 10 10
2
   

  1a ≧ のとき中央値は 10 11 10.5
2
   

 よって，9，9.5，10，10.5 
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 ⑴  

    

 

    

 

   最大値 50，最小値 11， 

   1 21Q ， 2 36Q ， 3 46Q  

 

 ⑵  

 

 

 

 

   最大値 48，最小値 13 

   1
23 27 25

2
 Q ， 

   2
32 33 32.5

2
 Q ， 3

41 41 41
2
 Q  
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 ⑴ 中央値はそれぞれ 

   A 組 65，B 組 67，C 組 63 

  よって，大きい順に B 組，A 組，C 組 

 ⑵ 範囲はそれぞれ 

   A 組 94 33 61   

   B 組 90 35 55   

   C 組 93 31 62   

  よって，大きい順に C 組，A 組，B 組 

 ⑶ 四分位範囲はそれぞれ 

   A 組 79 48 31   

   B 組 74 51 23   

   C 組 75 47 28   

  よって，大きい順に A 組，C 組，B 組 

 ⑷ C 組の中央値が 63 点だからいえない。 

 ⑸ 各組の Q1 は，A 組： 1 48Q 点，B 組： 1 51Q 点，C 組： 1 47Q 点 

   だから，A と C 組には 50 点以下は 13 人以上いて，B 組には 12 人以下である。 

  よって，いえる。 
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 ヒストグラムから A，B，C スタジアムの Q1，Q2，Q3 最大値最小値の入る階級はそれぞれ 

 次のようになる。（単位千人） 

 

 A B C 

Q1（第 1 四分位数） 7～8 8～9 7～8 

Q2（第 2 四分位数） 8～9 9～10 9～10 

Q3（第 3 四分位数） 10～11 10～11 10～11 

最大値 12～13 12～13 12～13 

最小値 5～6 5～6 5～6 

 

  よって，A スタジアムの箱ひげ図は③ 

      B スタジアムの箱ひげ図は② 

      C スタジアムの箱ひげ図は① 

 

  



58 

 平均値が 20℃だから 

2018202123252620141516
12
1  )( yx  

よって， 42 yx  …① 

x，y を除いた 10 個のデータを小さい順に並べると 

14 15 16 18 20 20 21 23 25 26 

ここで，x，y は整数で 262014 ＜＜＜＜ yx  だから， 

14 15 ○ 16 ○ 18 ○ 20 

20 21 □ 23 □ 25 26 

のいずれかの○に x が，いずれかの□に y が入る。 

よって， 171615 ，，x  のとき 
2

16
1

 x
Q  …② 

1918，x  のとき   17
2

1816
1 Q  …③ 

また，
2

23
3




y
Q  

四分位範囲が 7.5℃だから 

②のとき 5.7
2

16
2

23  xy
 より 

8 xy  …④ 

①，④を解いて 2517  yx ， （適する） 

③のとき 5.717
2

23


y
 より 26y （不適） 

以上から， 2517  yx ，  

 

 



２章 データの整理 

２節 1 次元のデータ⑵ 

 

A 

59 

 ⑴ 平均値 5
5
2525846

5
1  )(x  

分散  4
5
205255585456

5
1 222222  })()()()()({s  

 別解  

29
5

14525846
5
1 222222  )(x  より 4529 2222  )( xxs  

標準偏差 24 s  
 

 ⑵ 平均値 6
6

36593928
6
1  )(x  

分散  8
6
48656963696268

6
1 2222222  })()()()()()({s  

標準偏差 8.2228 ≒s  

 別解  

44
6

264593928
6
1 2222222  )(x  より 8644 2222  )( xxs  

標準偏差 8.2228 ≒s  

 

 ⑶ 平均値 7
7
4971136859

7
1  )(x  

分散  6
7
42777117376787579

7
1 22222222  })()()()()()()({s  

標準偏差 4.26 ≒s  

 別解  

55
7

38571136859
7
1 22222222  )(x  より 6755 2222  )( xxs  

標準偏差 4.26 ≒s  

 



 ⑷ 平均値 5
8
4086059174

8
1  )(x  

分散   

 

 

 

標準偏差 39 s  

 別解  

34
8

27286059174
8
1 222222222  )(x  より 9534 2222  )( xxs  

標準偏差 39 s  
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 右の表から 

x の平均値は 4.5
10
54 x （点） 

x2 の平均値は 4.32
10
3242 x  

 よって，分散 s2 と標準偏差 s は 

)点(8.124.3

24.34.54.32 22





s

s
 

  分散 3.24，標準偏差 1.8（点）となる。 
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 ⑴ 右の表から，x の平均値は 7
20

140 x  

x2 の平均値は 54
20

10802 x  

よって，分散 s2 と標準偏差 s は 

2.255754 22
≒ ss  

 

 ⑵ 右の表から，x の平均値は 8.3
50

190 x  

x2 の平均値は 4.16
50

8202 x  

よって，分散 s2 と標準偏差 s は 

4.196.196.18.34.16 22  ss  

 

9
8
72

58565055

59515754
8
1

2222

22222







})()()()(

)()()()({s



62 

 ⑴ 仮平均を 12 とし，
4

12 xu  とおく。 

右の表から，u の平均値 u ，標準偏差 suは  

2
525.15.0

16
24

5.0
16
8

2 



us

u
 

よって，求める x の平均値 x ，標準偏差 sxは 

5.452
2
544

14125.04124

≒



ux ss

ux
 

 ⑵ 仮平均を 55 とし，
10

55 xu  とおく。 

右の表から，u の平均値 u ，標準偏差 suは  

3.169.11.0
20
34

1.0
20

2

2 



)(us

u
 

よって，求める x の平均値 x ，標準偏差 sxは 

133.11010
54551.0105510




ux ss
ux )(  
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 ⑴  

 

 

 

 

 ⑵ 平均値 3.2
10
23 x  

 ⑶ x2 の平均値 1.6
10
612 x  より 

分散 81.03.21.6 22 s  

よって，標準偏差 9.081.0 s  
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 ⑴  

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 
5

5.37 xu  とおく。 

 

上の表から，u の平均値 u ，標準偏差 suは 

5
6296.02.0

20
20

2.0
20

4

2 



)(us

u
 

よって，求める x の平均値 x ，標準偏差 sxは 

)(

)()(

≒ kg9.462
5
6255

kg5.365.372.055.375





ux ss

ux
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 ⑴ u の平均 u は 

2.0
30

6
30
1

3021  )( uuuu   

よって，x の平均値は x  

5 7.5 5 0.2 7.8 6.8x u      ( )  

 ⑵ u の分散 su
2 は 

76.02.0
30
24
30
1

2

22
30

2
2

2
1

2





)(

)()( uuuusu 
 

よって，x の分散 sx
2 は 

1976.0522 xs  
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 ⑴ 500
8

xu  に x のデータを代入する。 

x のデータ 508 484 516 524 516 468 540 508 

u のデータ 1 －2 2 3 2 －4 5 1 

   変量 u の平均は 

    1 81 2 2 3 2 4 5 1 1
8 8

u          ( )  

   変量 u の分散は 

    

2 21 1 4 4 9 4 16 25 1 1
8
64 1 7
8

us         

  

( )

 

   変量 u の標準偏差は 7us   

 

 ⑵ 500
8

xu   より 8 500x u   

   変量 x の平均は 

    8 500 8 1 500 508x u       

   変量 x の分散は 

    2 2 28 64 7 448x uS S     

   変量 x の標準偏差は 

    2 448 8 7x xS S    
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 ⑴ 80 点が 70 点（－10 点）に，40 点が 50 点（＋10 点）になっても，得点の合計は 

   変化しないから平均値は変化しない。 

   偏差の 2 乗は 280 55 625 ( )  → 270 55 225 ( )  

 240 55 225 ( )  → 250 55 25 ( )  

   となるから分散は減少する。 

 ⑵ 平均値は 55 点だから，55 点の人のデータを加えても平均値は変化しない。 

   偏差の 2 乗の和は 255 55 0 ( ) だから修正前と変わらないが，人数が 1 人 

   増加しているから分散は 96 より減少する。 
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 A グループの点数の合計は 16008020   

 B グループの点数の合計は 21007030   

よって，全体の平均値は  74
50

3700
3020
21001600 




（点） 

次に，A，B グループの点数の 2 乗の合計をそれぞれ u，v とすると， 

1570
30

580
20

22  vu
，  

だから， 128500u ， 153750v  

よって，全体の標準偏差は 

1316974
3020
153750128500 2 




（点） 
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 散布図から，傾きが負の直線の近くに多くの点が集まっているので， 

負の相関関係がある。 
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4.12
5

62
5

139101614

12
5

60
5

111081912





y

x
 

 右の表から，共分散 sxyは 2.8
5
41 xys  
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 英語，数学，化学のデータをそれぞれ x，y，z とすると 

   x，y の分散について 

 

2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2

6 4 6 6 6 8 6 7 6 5 6 6 6 10

6 6 5 2 5 7 5 4 5 6 5 5 5 16

6 4 6 6 5 8 6 7 5 7 6 4 5 5 6 6 5 0

x

y

xy

S

S

S

            

            

            

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( )( ) ( )( ) ( )( ) ( )( )

 

    よって， 0 0
10 16

xy

x y

S
r

S S
    

   y，z の分散について 

 

2 2 2 2 2 2 26 10 7 6 7 7 7 6 7 4 7 9 7 24

6 6 5 10 7 2 5 6 7 4 5 6 7 6 5 4 7 4
z

yz

S

S

            

            

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( )( ) ( )( ) ( )( ) ( )( )
 

    よって，
64 0.204

1216 24
yz

y z

S
r

S S
   ≒  

   x，z の分散について 

 6 4 6 10 7 7 6 6 7 5 6 4 7 4xzS           ( )( ) ( )( ) ( )( )  

    よって，
154 0.258

1510 24
xz

x z

S
r

S S
    ≒  

  英語と数学 0， 

  数学と化学 0.204， 

  英語と化学 －0.258 
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 ⑴ A の相関係数 rA は 6.0
5.72.4

9.18
A 


r  

B の相関係数 rB は 75.0
2.75.10

7.56
B 


r  

 ⑵ 

  A の散布図は，相関係数が正だから ①，②，③のいずれか 

次に，x，y の標準偏差がそれぞれ 4.2，7.5 

中央値がそれぞれ 20.5，19.5 だから ③ 

  B の散布図は，相関係数が負だから ④，⑤，⑥のいずれか 

次に，x，y の標準偏差がそれぞれ 10.5，7.2 だから，⑤，⑥のいずれか 

そして，中央値がそれぞれ 21，19 だから ⑤ 
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 ⑴ 3
20
604512341

20
1  )(x  

2
20
402563121

20
1  )(y  

 ⑵ x2，y2 の平均値は 

6.10
20

2124512341
20
1 2222  )(x  

8.5
20

1162563121
20
1 2222  )(y  

よって， 6.136.10 22 xs  

    8.128.5 22 ys  

したがって 

26.1
5
1026.1 ≒xs  

34.1
5
538.1 ≒ys  

 ⑶  

 

 

 ⑷ 7.0
2
2

5
53

5
102

2.1 


 ≒
yx

xy

ss
s

r  

  

2.1
20
2442135

2253122331
20
1





}))((

))(())(({xys
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 ⑴ yxz   の平均値 z  は 

1147  yxz  

z の分散 sz
2 は 2)( zz  の平均値で， 

22

2

22

2 )())(()(

)}()({

)}()({)(

yyyyxxxx

yyxx

yxyxzz







 

だから， 276923 222  )(zs  

よって，z の標準偏差 szは 

 3327 zs  

 ⑵ yxz   の平均値 z  は 

347  yxz  

z の分散 22
)( zzsz  の平均値で， 

22

2

22

2 )())(()(

)}()({

)}()({)(

yyyyxxxx

yyxx

yxyxzz







 

だから， 636923 222  )(zs  

よって，z の標準偏差 szは 

 7363 zs  

 ⑶ yxz 32   の平均値 z  は 

26437232  yxz  

z の分散 sz
2 は 2)( zz  の平均値で， 

22

2

22

9124

32

3232

)())(()(

)}()({

)}()({)(

yyyyxxxx

yyxx

yxyxzz







 

だから， 2526991234 222  )(zs  

よって，z の標準偏差 szは 

 76252 zs  

 

 

 

 



２章の問題 
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 ⑴ 人数が 30 人だから 

301241  yx  より 13 yx  …① 

平均値が 36 点だから 

3650124030420110
30
1  )( yx  

より 5153  yx  …② 

①，②を解いて 67  yx ，  

 ⑵ 中央値が 35 点だから，15 番目が 30 点，16 番目が 40 点である。 

よって， 15121541  yx ，  

これを解いて 310  yx ，  

 ⑶ 中央値が 30 点だから，15 番目と 16 番目が 30 点である。 

よって 1641 ≧x  より， 11≧x  

また，①より 013 ≧xy   だから 13≦x  

ゆえに 1311 ≦≦ x  

よって 131211 ，，x  

 ⑷ 最頻値が 40 点だから 

12＜x  かつ 1213 ＜xy   より 

 121 ＜＜ x  

よって， 111098765432 ，，，，，，，，，x  

 ⑸ 最頻値が 2 つあるから， 

最頻値が 30 点と 40 点のとき 12x  

最頻値が 40 点と 50 点のとき 

1213  xy  より 1x  

よって， 121，x  

 

2 

 ⑴ A 店と C 店の 1Q はおよそ 140 人だから，この 2 店は 150 人以下の日が 13 日以上あった。 

 ⑵ B 店の 1Q はおよそ 210 人で，他の 3 店の 1Q はおよそ１５０゜人以下であるから最も多かっ 

たのは B 店である。 

 ⑶ 51 日間を調べた箱ひげ図だから 2Q より大きいデータは 25 個ある。 

   D 店の 3Q はおよそ 310 人だから 300 人以上であった日の可能性は 25 日である。 
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 ① 数学の四分位範囲はおよそ 80 54 36   

   物理の四分位範囲はおよそ 74 51 23   

   よって，正しくない。 

 ② 散布図から正しい。箱ひげ図で， 1Q がどちらも 50～60 の間にあることからも読みとれる。 

   よって正しい。 

 ③ 散布図から数学が 80 点以上であっても物理が 60 点以下の人が 1 人いる。 

   よって，正しくない。 

 ④ 散布図から数学の点数が最も低い学生は物理では下から 5 番目であるから正しくなて。 

 ⑤ 散布図から正しい。 

 ⑥ 散布図から考えて正しい。 

 ⑦ ①より四分位範囲が数学の方が大きいから正しいと考えられる。 

   以上より正しいものは ②，⑤，⑥，⑦ 
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 ⑴ 平均値を b とすると 

5497
4
1  )}({ aab  

よって，平均値は 5 

また，分散が 10 であるから 

105497
4
1 22222  })({ aa  

整理して， 0342  aa  
031  )()( aa  

よって， 31，a  

 ⑵ 平均値を b とすると 

baa  )( 4753
5
1

 より ①ba  3  

標準偏差が 2，すなわち分散が 4 であるから 

44753
5
1 222222  baa })({  

整理して， ②063517 22  ba  

①と②より b を消去して 

0633517 22  )( aa  

整理して， 03210352 2  )()( aaaa  

よって 
2
31，a  

①より 1a のとき，平均値は 4 

2
3a のとき，平均値は

2
9  

 ⑶ 平均値と分散を b とすると 

ba  )( 41
3
1

 より ①53  ba  

bba  2222 41
3
1

)(  より ②01733 22  bba  

①と②より a を消去して 

0173353 22  bbb )(  

整理して 0722014112 2  )()( bbbb  

よって 
2
72，b  

①より 
2

111，a  
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 ⑴ 表から，番号 1 の x の得点が 11，偏差 xx  が 2 であるから，x の平均値 b は 

9211 b  

よって，x の合計 a は 180920 a  

 ⑵ 表から，x，y の分散はそれぞれ 27，12 であるから，標準偏差 sx，sy は 

32123327  yx ss ，  

また，表から，x，y の共分散は 5.13xys  

よって，相関係数 r は 

75.0
3233

5.13 



yx

xy

ss
s

r  

 別解  75.0
154156

270
240540

270 





r  

 

 ⑶ 相関係数が正であるから，①，②のいずれかである。 

次に，中央値について，①，②ともに x の中央値は 8.5 であるが，y の中央値が 11 である散布図は，②

である。 
また，②の点のばらつき具合は，変量 x の方が y よりも大きく，標準偏差について， yx ss ＞ に適する。 

よって，② 

 ⑷ 平均値 z は 

20119  yxz  

また， 

 

 

だから，分散 sz
2 は 

66125.13227
2 222



 yxyxz ssss  

標準偏差 sz は， 0＞zs  より 66 8.12zs  ≒  

 

  

22

2

22

2 )())(()(

)}(){(

)}(){()(

yyyyxxxx

yyxx

yxyxzz






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 ⑴ この 20 人のうち，国語の得点が 4 点の生徒は  41  人であり，英語の得点 y が国語の得点 x

以下の生徒は， yx  である 611211  人および yx＞ の 2 人の計 人である。 

 ⑵ 国語の得点の平均値 A は 

1 1003 2 4 5 5 8 6 2 7 2 8 1
20 20

A             ( )  

  . 点 

英語の得点 y の分散 B の値は，右表より 

2 2 2 2 2 21 3 1 2 2 1 2 0 8 1 5 2 2
20

B               {( ) ( ) ( ) } 


20
3285289

20
1

)( .  

 

 

 

 ⑶ この 20 人のうち，国語の得点が平均値 5.0 点と異なり，かつ，英語の得点も平均値 6.0 点と異なる生

徒数は，国語が 5.0 点でない 12 人のうち，英語が 6.0 点でない人数を数えればよく，それは 人で

ある。この 20 人について，国語の得点 x と英語の得点

y の共分散の値は，右表より 

1
20
2062246

20
1

123121121

122132
20
1







)(

})()(

)()()(){(

 

であるので，求める相関係数の値は 

60.160.1
1

 



)の分散()の分散(

)の共分散，(

yx
yx

 


8
5

16
10

6.1
1 .  

 

5 

8 

5 0 

1 60

5 

0 625 

y yy   人数

8 2 2 

7 1 5 

6 0 8 

5 －1 2 

4 －2 2 

3 －3 1 

0.6y  20 

x y xx   yy  人数

8 8 3 2 1 
7 6 2 0 2 
6 8 1 2 1 
6 6 1 0 1 
5 7 0 1 5 
5 6 0 0 1 
5 5 0 －1 2 
4 6 －1 0 4 
4 4 －1 －2 1 
3 4 －2 －2 1 
3 3 －2 －3 1 

0.5x 0.6y   20 
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 ⑴ 30n とし，1 回目，2 回目の 30 人の得点をそれぞれ )，，，(， niyx ii 21 とする。また，それ

ぞれの平均と分散を x ， y ，
2

x ，
2

y とおく。 

このとき表の結果から 

621
1

 


n

i
ix

n
x   ∴ nx

n

i
i 62

1




  ……① 

601
1

 


n

i
iy

n
y   ∴ ny

n

i
i 60

1




  ……② 

361
1

222  


n

i
ix xx

n
  

      ∴ nx
n

i
i 3880

1

2 


 ……③ 





n

i
iy yy

n 1

222 1  ……④ 

また，2 回全体の得点の平均を m とすると 

61
2
1  )( yxm  ……⑤ 

であり，分散は 44 であるから 

44
2
1

1 1

22 








 
 

n

i

n

i
ii mymx

n
)()(  

∴ 8821
1 1

22 







 

 

)( myxmyx
n

n

i

n

i
ii  

したがって，①～③および⑤から 

365038806161288

12881
1

2

1

2



 


n

i
i

n

i
i x

n
myxmy

n
)(  

よって，④より 

50603650 22 y  

 ⑵ 共分散を )( 20xy ，相関係数を r とすると，⑴の結果より 

)( 471.0
3
2

506
20 



yx

xyr



 



 ⑶ 3 回目の 24 人の得点を )，，，( 2421 izi とし，平均を z ，分散を
2

z とすると 

54
24
1 24

1

 
i

izz   ∴ 1296
24

1


i

iz  

51
24
1 24

1

222  
i

iz zz   ∴ 71208
24

1

2 
i

iz  

また，3 回全体の平均をμとすると 

59129618001860
84
1

84
1 24

1

30

1

30

1











 



)(

i
i

i
i

i
i zyx

 

よって，3 回全体の得点の分散を 2 とすると 

5634813537348171208109500116400
84
1

59
84
1 2

24

1

2
30

1

2
30

1

22











 



)(

i
i

i
i

i
i zyx
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 A 君の偏差値 

  数学 
10 86 50 50 74

15
T 
  

( )  

  国語 
10 54 60 50 47

20
T 
  

( )  

    よって，合計は 74 47 121   

 B 君の偏差値 

  数学 
10 56 50 50 54

15
T 
  

( )  

  国語 
10 84 60 50 62

20
T 
  

( )  

    よって，合計は 54 62 116   

 A 君の合計（121）が B 君の合計（116）より大きい。 
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 ⑴ 3 xu  の平均値 u は 

4.1234.93  xu  

yv 2 の平均値 vは 

2.141.722  yv  

 ⑵ 3 xu  の標準偏差 su は 

6.5 xu ss  

yv 2 の標準偏差 sv は 

95.422  yv ss  

 ⑶  

 

だから，u と v の共分散 suv は 
8.379.1822  )(xyuv ss  

 ⑷ u と v の相関係数 r は 

75.0
96.5
8.37 




vu

uv

ss
sr  
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yyxx

yyxxvvuu
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